
Fig.1 Schematic view of new YU-AMS system. 
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 2010 年に東北・北海道地区の大学法人として初めて

高感度加速器質量分析装置と自動グラファイト作製装

置を導入した [1]。本装置は考古・文化財試料の放射性

炭素年代測定及び、以下のような応用研究に用いられ

ている。 

1) 宇宙線によって生成される炭素 14(14C)の生成量

は太陽活動の 11 年周期のモジュレーションを受ける。

そのため、年輪年代の既知の樹木について、1年輪ごと

に 14C濃度を測定することで1年の分解能で過去の太陽

活動を知ることができ過去の太陽活動を解明する重要

な情報である。アスナロ埋没木について 14C 濃度を測定

した結果、太陽活動が低下していたとされているシュペーラー極小期 (西暦 1416–1534年) 開始直

前の 2周期について、太陽活動の 11年周期が伸びていたことが分かった [2]。 

 2) 1955年から 1963年にかけて行われた核実験によって生成された 14Cは、形成過程のヒトの歯

のエナメル質中に蓄積されるため、エナメル質中の 14C 濃度はエナメル質が形成された時期の大

気中の 14C 濃度を反映している。また、エナメル質の形成終了時期は歯の種類によって決まって

いるため、エナメル質中の 14C 濃度から得られた年代から歯のエナメル質の形成年を差し引くこ

とによって、出生年を推定するものである。検体の上顎左側第二大臼歯を測定したところ、実際

の出生年と一致する結果を得られた [3]。 

 本学会では、山形大学における AMS システムを用いた応用研究の現状を報告する。 
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